
アジアにおける高病原性及び低病原性鳥インフルエンザの発生状況

2017年9月28日現在
（赤：高病原性鳥インフルエンザ、青：低病原性鳥インフルエンザ）

出典：OIE WAHID 他

※⑱インドネシアは継続発生中
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※野鳥の低病原性鳥インフルエンザについては、確認ができた台湾のみ記載
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中国における高病原性鳥インフルエンザの発生状況（2015年1月～）

※出典：OIE他

遼寧省

吉林省

【チベット自治区】
2015年5月（H5N1）野鳥＊3

2017年8月30日現在

【青海省】

2015年7月（H5N1）野鳥＊2

【湖南省】

2015年1月（H5N6）家きん

2015年2月（H5N6）家きん

2015年12月（H5N6）クジャク

2016年1月（H5N6）クジャク・コクチョウ

2016年6月（H5N6）家きん

2017年1月（H5N6）がちょう

2017年2月（H7N9）家きん

2017年3月（H7N9）家きん
【広西チワン族自治区】

2015年2月（H5N1）ベンガルトラ

2017年3月（H7N9）家きん

【広東省】

2015年8月（H5N6）家きん

2017年1月（H7N9）家きん

2017年2月（H7N9）家きん

2017年3月（H7N9）家きん

野鳥・飼育鳥の鳥種は以下のとおり
＊1 ホシハジロ、オオハクチョウ、スズガモ
＊2 オオズグロカモメ
＊3 インドガン
＊4  ハジロカイツブリ
＊5   コクチョウ
＊6   コブハクチョウ

【江西省】

2015年1月（H5N1）家きん

2016年3月（H5N6）家きん

【河南省】

2015年1月（H5N1）野鳥＊1

2017年5月（H7N9）家きん

【江蘇省】

2015年1月（H5N2）家きん

2015年1月（H5N6）がちょう

2015年3月（H5N6）がちょう

2015年6月（H5N1) 観賞鳥

2015年8月（H5N2）がちょう

【内モンゴル自治区】

2015年5月（H5N1）野鳥＊4

2017年5月（H7N9）家きん

2017年6月（H7N9）家きん

2017年8月（H5N1）家きん

【貴州省】

2015年6月（H5N1) 鶏

2016年1月（H5N1）家きん

2016年2月（H5N6）家きん

2016年8月（H5N6）家きん

2017年8月（H5N6）家きん

【新疆ウイグル自治区】

2016年12月（H5N6）家きん

【湖北省】

2016年10月（H5N6）家きん

2017年1月（H5N8）飼育鳥＊5

2017年3月（H5N6）家きん

【山西省】
2016年12月（H5N8）野鳥＊6

【天津市】

2017年5月（H7N9）家きん
【河北省】
2017年4月（H7N9）家きん

【陝西省】

2017年5月（H7N9）家きん

【四川省】

2016年12月（H5N6）家きん

【福建省】

2017年3月（H7N9）家きん

【甘粛省】

2016年10月（H5N6）家きん

【黒龍江省】

2017年6月（H7N9）家きん

中国における高病原性鳥インフルエンザの発生状況（2015年1月～）

7



（殺処分羽数：3,787万羽）※2017年5月12日時点

2017年5月12日現在

・H5N6 52件
・H5N8 13件

【野鳥での検出状況】

※2017年5月12日時点

：家きんでの事例（H5N6）
：家きんでの事例（H5N8）
：野鳥での事例
：家きんでの事例が

確認された道

忠清北道 （85件）

江原道 （4件）

世宗特別自治市 （17件）

慶尚南道 （4件）

釜山広域市 （1件）

済州道

大田広域市

蔚山広域市

慶尚北道

光州広域市

ソウル特別市

大邱広域市

全羅南道 （37件）

全羅北道 （47件）

忠清南道 （64件）

仁川広域市 （1件）

京畿道 （123件）

※ 出典：韓国農林畜産食品部

家きんでの発生件数:383件

H5N6 H5N8

あひる 136 23

鶏 198 16

うずら等 8 1

混合 1 0

計 343 40

韓国における高病原性鳥インフルエンザの発生状況 （2016年11月～2017年６月）

韓国農林畜産食品部の公表資料を基に動物衛生課作成

（件数）
（件数）

韓国における高病原性鳥インフルエンザの発生件数の推移
（2016年11月16日～）
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［6月13日現在］

H5N6  343件（2016年11月～3月）

H5N8  40件（2017年 2月～4月）
35件（2017年 6月）

累計 418件
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発生件数：228件 2017年10月12日現在

宜蘭県

花蓮県

台東県

屏東県

高雄市

嘉義県

雲林県

彰化県

苗栗県

新竹県

桃園市

新北市

南投県

台南市

嘉義市

台中市

高雄市：15件

嘉義県：18件

屏東県：17件

：発生地域

桃園市：1件

彰化県：20件

雲林県：99件

台北市：9件

新竹市

台南市：25件

台中市：4件

新竹県：1件

新北市：5件

南投県：1件

花蓮県：6件

宜蘭県：7件

（件）

※ 出典:OIE

2017年2016年
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月別発生件数（2016年1月以降）

H5N2 9 6 2 5 2 0 0 0 1 0 0 1 10 43 39 12 10 16 13 4 2

H5N6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 13 0 0 0 0 0 0 0

H5N8 2 1 1 3 0 1 2 1 0 0 3 5 2 5 6 0 4 2 0 0 2

計 11 7 3 8 2 1 2 1 1 0 3 6 12 61 45 12 14 18 13 4 4

台湾の家きんにおける高病原性鳥インフルエンザの発生状況（2016年1月以降）

出典：OIE等

欧州における高病原性鳥インフルエンザ（H5N8亜型）
の発生状況（2016年10月以降）2017年7月31日現在

：家きんでの発生が確認された国

【オランダ】
家きん 9件
野鳥 56件

【英国】
家きん 13件
野鳥 18件

【スウェーデン】
家きん 5件
野鳥 37件
飼育鳥 1件

【ドイツ】
家きん 89件
野鳥 182件
飼育鳥 15件

【アイルランド】
野鳥 9件

【クロアチア】
家きん 7件
野鳥 10件

【イタリア】
家きん 22件
野鳥 5件

【スペイン】
家きん 10件
野鳥 2件

【フランス】
家きん 446件
野鳥 54件
飼育鳥 1件

【デンマーク】
家きん 1件
野鳥 51件
飼育鳥 1件

【セルビア】
家きん 4件
野鳥 20件

【スロベニア】
野鳥 20件

【ポルトガル】
野鳥 1件

【ベルギー】
野鳥 18件

【スイス】
野鳥 87件

【オーストリア】
家きん 2件
野鳥 26件
飼育鳥 1件

【チェコ】
家きん 38件
野鳥 33件

【ボスニア・ヘル
ツェゴビナ】
家きん 1件
野鳥 1件
飼育鳥 1件

【フィンランド】
野鳥 15件
飼育鳥 1件

【リトアニア】
野鳥 4件

【ポーランド】
家きん 64件
野鳥 69件

【スロバキア】
家きん 9件
野鳥 59件
飼育鳥 1件

【ハンガリー】
家きん 239件
野鳥 56件

【ルーマニア】
家きん 45件
野鳥 89件
飼育鳥 2件

【ブルガリア】
家きん 58件
野鳥 13件
飼育鳥 1件

【ギリシャ】
家きん 5件
野鳥 8件

【マケドニア】
家きん 1件

※下線部は直近の更新点

【ルクセンブルク】
家きん 4件
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